
多気

多気南

多気北

十三塚橋東

青山高添

十三塚西

藤島

藤島

団地中

下小針中島

三丁目とみづか

藤島団地
北里市民

センター西

下小針天神

小木南

三ツ渕南

小牧西

中学校南 舟津

小牧中

学校前

川西

織田井戸

公園前

小木中央

公園前

小木四丁目

小木一丁目

春日寺

市之久田北

南外山歩道橋

牛山駅西

市之久田

幼稚園前

小針の郷

南外山

間内駅

南スポーツ

センター南小針会館
外堀三丁目

小針
郷中

郷中会館北

武道館北

常普請二丁目

北外山県住

CKD前

米野

小学校南

城見橋東
竹林北

北外山

ふらっと

みなみ前

北外山北

大山

小牧口駅

上田楽

ふらっと

みなみ東

応時

中学校前

みどり台前
東新町

下末南

下末

上末南

勤労センター

陶保育園前

勤労

センター東

横内

村中小学校北

雉子野北

西之島

河内屋新田

ゆう友せいぶ
三ツ渕北

保育園前

雉子野南

東海理化前

宮前

入鹿出

新田

入鹿出

新田西

三ツ渕北

三ツ渕原

団地東

三ツ渕原

新田北

三ツ渕西

入鹿出新田東

村中北
牛屋

小牧ようてい

記念病院西

替地

藤ノ木橋

三ツ渕東

村中中

村中南

小牧

市役所

曙町

間々乳

観音前

元町
寺浦

小牧山前

間々本町
大輪

間々原新田

田県神社前

南岩崎台

岩崎

郷戸西

岩崎山前

岩崎新道

小牧工科

高校南

小牧原新田

久保一色

新田

岩崎あいの郷南間々原

新田北

日本特殊

工業前

岩崎南

岩崎団地

一色

保育園前久保一色

久保一色西

岩崎橋西

パークアリーナ

小牧

田県神社前駅

田県神社

前駅西
田県の郷

たがた苑

団地

懐町

味岡市民

センター

いわざき

授産所東

一色ふれあい

公園前
岩崎

郵便局前

久保一色北

久保山

団地西 七ツ池

公園前
本庄北

本庄郷浦

上下水道管理

センター下

グリーン

ハイツ前

田県東

団地南

本庄保育園前

池之内南

本庄授産所前

本庄東

陣配

文津

池之内西

池之内会館北

林池之内

池之内北

林西山

小松寺東

味岡中学

校北

小松寺

久保山団地

小牧原三丁目

味岡口
味岡駅

文津南

本庄西

東田中小牧原

二重堀東

東田中南新田

二重堀南

二重堀北

東田中県住

東田中西小牧原駅

二重堀西

中央三丁目

中央四丁目

上新町

小牧原街道南

市民会館前

市民会館南

ラピオ前

小牧駅西

小牧駅

第一病院前

小牧

市民病院

保健

センター前

メナード

美術館前

野口

福祉の郷前

上末北

温水プール前

野口大山

高根

総合運動場前

児神社前

東部工業団地

エコハウス・小牧

小牧ヶ丘

市民四季の森

本庄南

本庄

本庄会館西

野口の郷

野口匂当田

野口橋北

上末中

総合運動場東

高根三丁目北

高根会館北

市民四季の森南

太良下池前

文教大学前
造形大学前

鷹ヶ池前

野口柿花

野口友ヶ根

野口高畑

古雅

三丁目

第一公園前

大城

小学校前

大草会館前

大草中

大草東上大草

第二公園前

桃ケ丘二丁目

桃陵中学校前

高根北

桃花台西

林向山

池之内東

城山

二丁目

城山会館前

城山五丁目

城山

一丁目

鷹ヶ池入口

篠岡

第二公園

光ヶ丘

二丁目

篠岡三丁目

篠岡

中学校前

篠岡

児童館前

光ヶ丘会館

桃花台東 大草北

光ヶ丘住宅

光ヶ丘

一丁目

中央道桃花台

桃花台センター上

桃花台センター下

東部市民センター
桃花台

センター東

（仮）光ヶ丘

三丁目

（仮）光ヶ丘

四丁目

（仮）光ヶ丘

五丁目

光ヶ丘第一公園

（仮）下末東

（仮）小松寺団地

小牧郵便局南

小牧警察署前

パークアリーナ小牧西

消防署前

間々原新田西

（仮）間々原新田南

（仮）長桜・八佐

小牧ようてい

記念病院南

（仮）小牧山

東公園東

（仮）三ツ渕原団地

ゆうあい前

こまき巡回バス「こまくる」再編に係るルート（案） 全体図

【凡例】

〇：既存バス停（両側）：318基

●：既存バス停（片側）：107基

〇：新規に設置するバス停（両側）：14基

●：新規に設置するバス停（片側）：16基

×：廃止するバス停：12基

岩崎団地(移設)

岩崎郵便局前

(移設)

資料２－２
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再編ルート案（２河内屋線）
現⾏ルート 再編ルート(案)

①１便当たりの運行時間：約５６分
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：６時台〜１９時台
④運行便数 ：１１便
⑤停車バス停数 ：３０箇所

⼩牧市⺠病院へ延伸する。
大口町コミュニティバスの運行ルートと同様のルートに変更
①１便当たりの運行時間：約７０分（＋１４分）
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：６時台〜１９時台
④運行便数 ：９便（ー２便）
⑤停車バス停数 ：３９箇所（＋９箇所）

大口町との連携を強化す
る必要がある

⼩牧市⺠病院まで乗り継ぎなしで
行きたいというニーズがある

【メリット】
・乗り継ぎなしで⼩牧市⺠病院へ行くことが可能
・大口町との連携強化が図れる。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行

時間が増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
●：新設予定のバス停（片側）
×：廃止予定のバス停

⼩牧市⺠病院まで延伸する

大口町コミュニティバ
スの運行ルートと同様
のルートに変更する

Ｈ４間々原線の廃止に伴
い、ルートを変更する
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再編ルート案（５⼩牧原線、Ｈ３村中線、Ｈ４間々原線）
現⾏ルート 再編ルート(案)

【メリット】
・５⼩牧原線利⽤者が乗り継ぎなしで⼩牧市⺠病院へ行くことができる。
・Ｈ３村中利⽤者が乗り継ぎなしで⼩牧駅に行くことができる。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより、１便当たりの運行時間が増え、便数が減少する。

Ｈ４間々原線を廃止する

利用実態に合わせ、「ゆ
う友せいぶ」バス停への
乗り入れを２回から１回
へ変更する

Ｈ３村中線と５⼩牧
原線を統合する

Ｈ４間々原線を廃止し、Ｈ３村中線と５⼩牧原線を統合して１台の車両で運行する。
①１便当たりの運行時間：５⼩牧原線 約３９分（＋１６分）

Ｈ３村中線 約３７分（ー８分）
Ｈ４間々原線 廃止

②路線あたりの運転手数：５⼩牧原線ーＨ３村中線合わせて１人
③運行時間帯 ：５⼩牧原線ーＨ３村中線 ７時台〜１８時台
④運行便数 ：５⼩牧原線ーＨ３村中線 ６便
⑤停車バス停数 ：５⼩牧原線 ２２箇所（＋７箇所）

Ｈ３村中線 ２３箇所（−１箇所）

合計約７６分（＋８分）

Ｈ３

Ｈ４ ５

「ゆう友せいぶ」の利用者
の多くは、「村中中」バス
停以南の利用者である

路線全体で利用者が少な
く、２河内屋線とルート
が並行している

①１便当たりの運行時間：５⼩牧原線 約２３分
Ｈ３村中線 約４５分
Ｈ４間々原線 約３０分

②路線あたりの運転手数：５⼩牧原線ー４市之久田線 ２人
Ｈ３村中線ーＨ４間々原線 ２人

③運行時間帯 ：５⼩牧原線 ７時台〜１９時台
Ｈ３村中線ーＨ４間々原線 ７時台〜１９時台

④運行便数 ：５⼩牧原線 １１便
Ｈ３村中線ーＨ４間々原線 ９便

⑤停車バス停数 ：５⼩牧原線 １５箇所
Ｈ３村中線 ２４箇所

合計約６８分

合計４人

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
×：廃止予定のバス停
△：廃止予定だが、他の路線で停車するバス停
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再編ルート案（３藤島線、４市之久田線）
現⾏ルート 再編ルート(案)

【メリット】
・北⾥各区の市⺠が乗り継ぎなしで北⾥市⺠センターに行くことができる。
・４市之久田線利⽤者が乗り継ぎなしで⼩牧市⺠病院へ行くことができる。
・目的地によって右回り・左回りを使い分けることができる。
【デメリット】
・⺠間路線バスとの重複区間における運行便数が増える。
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行時間が増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
●：新設予定のバス停（片側）
△：廃止予定だが、他の路線で停車するバス停

⼩牧市⺠病院まで乗り
継ぎなしで行きたいと
いうニーズがある

⼩木各区より⼩針の郷、
北⾥市⺠センターへの乗
入れに関する要望がある

２つの路線を統合し、
右回り・左回りの運
行体系に変更する

左回り

右回り

３

４

①１便当たりの運行時間：３藤島線 約５６分
４市之久田線 約３５分

②路線あたりの運転手数：３藤島線 ２人
４市之久田線 ２人（５⼩牧原線含む）

③運行時間帯 ：３藤島線 ６時台〜１９時台
：４市之久田線 ７時台〜１９時台

④運行便数 ：３藤島線 １０便
４市之久田線 １１便

⑤停車バス停数 ：３藤島線 ３７箇所

合計約９１分 ３藤島線と４市之久田線を統合し、右回り・左回りをそれぞれ１台の車両で運行する。
①１便当たりの運行時間：右回り 約５８分

左回り 約５８分
②路線あたりの運転手数：右回り・左回り 両方とも２人
③運行時間帯 ：右回り・左回り 両方とも６時台〜１９時台
④運行便数 ：右回り・左回り 両方とも１０便

合計約１１６分（＋２５分）
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再編ルート案（６岩崎線）
現⾏ルート 再編ルート(案)

①１便当たりの運行時間：約５７分
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：６時台〜１９時台
④運行便数 ：１２便
⑤停車バス停数 ：３３箇所

⼩牧市⺠病院へ延伸する。
①１便当たりの運行時間：約６５分（＋８分）
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：６時台〜１９時台
④運行便数 ：１０便（−２便）
⑤停車バス停数 ：３７箇所（＋４箇所）

⼩牧市⺠病院まで乗り継
ぎなしで行きたいという
ニーズがある

【メリット】
・乗り継ぎなしで⼩牧市⺠病院へ行くことができる。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行時間

が増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）

⼩牧市⺠病院まで延伸する

他の路線とバス停の位置
を合わせるため、バス停
を移設する
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再編ルート案（７桃花台線、１３野口大山線）

①１便当たりの運行時間：７桃花台線ー１３野口大山線 約６７分
１３野口大山線ー７桃花台線 約６５分

②路線あたりの運転手数：７桃花台線ー１３野口大山線 ２人
１３野口大山線ー７桃花台線 ２人

③運行時間帯 ：７桃花台線ー１３野口大山線 ６時台〜２０時台
１３野口大山線ー７桃花台線 ６時台〜２０時台

③運行便数 ：７桃花台線ー１３野口大山線 １１便
１３野口大山線ー７桃花台線 １１便

④停車バス停数 ：７桃花台線ー１３野口大山線 ５１箇所
１３野口大山線ー７桃花台線 ５１箇所

現⾏ルート 再編ルート(案)

７桃花台線を⼩牧市⺠病院まで延伸する。
①１便当たりの運行時間：７桃花台線ー１３野口大山線 約７５分（＋８分）

１３野口大山線ー７桃花台線 約７３分（＋８分）
②路線あたりの運転手数：７桃花台線ー１３野口大山線 ２人

１３野口大山線ー７桃花台線 ２人
③運行時間帯 ：７桃花台線ー１３野口大山線 ６時台〜１９時台

１３野口大山線ー７桃花台線 ６時台〜１９時台
④運行便数 ：７桃花台線ー１３野口大山線 ９便（−２便）

１３野口大山線ー７桃花台線 ９便（−２便）
⑤停車バス停数 ：７桃花台線ー１３野口大山線 ５５箇所（＋４箇所）

１３野口大山線ー７桃花台線 ５５箇所（＋４箇所）

【メリット】
・７桃花台線利⽤者が乗り継ぎなしで⼩牧市⺠病院へ行くことができる。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行時間が増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）

⼩牧市⺠病院まで乗り継ぎなし
で行きたいというニーズがある

７桃花台線を⼩牧市⺠病院まで延伸する

13

７
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再編ルート案（１２文津線）
現⾏ルート 再編ルート(案)

①１便当たりの運行時間：約６３分
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：７時台〜１９時台
④運行便数 ：１０便
⑤停車バス停数 ：３４箇所

⼩松寺団地を経由する。
①１便当たりの運行時間：約７０分（＋７分）
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：７時台〜１９時台
④運行便数 ：９便（−１便）
⑤停車バス停数 ：３６箇所（＋２箇所）

⼩松寺団地区から団地内
へのバス停設置について
要望がある

【メリット】
・⼩松寺団地住⺠の利便性が向上する。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行時間が

増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）

⼩松寺団地内に乗り入れる
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再編ルート案（Ｈ１舟津線、Ｈ２三ツ渕北線 ）
現⾏ルート 再編ルート(案)

【メリット】
・乗り継ぎなしで⼩牧駅へ行くことができる。
・三ツ渕原団地住⺠の利便性が向上する。
・Ｈ１舟津線利⽤者が短時間でゆう友せいぶに行くことができる。
・目的地によって右回り・左回りを使い分けることができる。
・国道４１号の横断回数が減り、遅延を軽減する。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行時間が増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
●：新設予定のバス停（片側）
×：廃止予定のバス停

⼩牧駅まで延伸する

三ツ渕原団地区から団地
内へのバス停設置につい
て要望がある

乗り継ぎをせずに⼩牧
駅に行きたいという要
望がある

三ツ渕原団地に乗り入れる

Ｈ２

Ｈ１

左回り

右回り

①１便当たりの運行時間：Ｈ１舟津線 約３３分
Ｈ２三ツ渕北線 約３８分

②路線あたりの運転手数：Ｈ１舟津線ーＨ２三ツ渕北線 ２人
③運行時間帯 ：Ｈ１舟津線 ７時台〜１９時台

Ｈ２三ツ渕北線 ７時台〜１９時台
④運行便数 ：Ｈ１舟津線 ９便

Ｈ２三ツ渕北線 ９便
⑤停車バス停数 ：Ｈ１舟津線 １６箇所

合計約７１分
Ｈ１舟津線とＨ２三ツ渕北線を統合し、右回り・左回りにする。
⼩牧駅まで延伸する。三ツ渕原団地に乗り入れる。
①１便当たりの運行時間：右回り 約６３分

左回り 約６３分
②路線あたりの運転手数：右回り・左回り 合わせて１人
③運行時間帯 ：右回り・左回り ７時台〜１８時台
④運行便数 ：右回り４便・左回り４便 合わせて８便
⑤停車バス停数 ：右回り・左回り 両方とも５０箇所

合計約１２６分（＋５５分）

 8



再編ルート案（Ｈ５春日寺線）
現⾏ルート 再編ルート(案)

①１便当たりの運行時間：約５４分
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：７時台〜１８時台
④運行便数 ：１０便
⑤停車バス停数 ：３３箇所

⼩牧駅を経由するルートに変更する。
①１便当たりの運行時間：約５９分（＋５分）
②路線あたりの運転手数：１人（−１人）
③運行時間帯 ：７時台〜１８時台
④運行便数 ：８便（−２便）
⑤停車バス停数 ：３９箇所（＋６箇所）

【メリット】
・乗り継ぎなしで⼩牧駅やラピオへ行くことができる。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行時間

が増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
×：廃止予定のバス停
△：廃止予定だが、他の路線で停車するバス停

⼩牧駅やラピオを経由す
るルートに変更する利用実態として利用者の多くがラピ

オや⼩牧駅方面に向かっている
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再編ルート案（Ｈ６多気線 ）
現⾏ルート 再編ルート(案)

①１便当たりの運行時間：約６６分
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：７時台〜１８時台
④運行便数 ：９便
⑤停車バス停数 ：４１箇所

⼩牧駅まで延伸する。
ゆうあいに乗り入れる。
①１便当たりの運行時間：約８４分（＋１８分）
②路線あたりの運転手数：２人
③運行時間帯 ：７時台〜１８時台
④運行便数 ：７便（−２便）
⑤停車バス停数 ：５０箇所（＋９箇所）

【メリット】
・乗り継ぎなしで⼩牧駅へ行くことができる。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たりの運行時間が増え、

便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
●：新設予定のバス停（片側）

郷中区から⼩牧駅までの延伸に
ついて要望がある

ゆうあいに乗り入れる。

⼩牧駅まで延伸する

 １０



再編ルート案（Ｔ１篠岡光ヶ丘線、Ｔ２城山大草線 ）
現⾏ルート 再編ルート(案)

【メリット】
・光ヶ丘三丁目、四丁目、五丁目の住⺠の利便性が向上する。
【デメリット】
・⺠間路線バスと重複する区間が増える。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
×：廃止予定のバス停
△：廃止予定だが、他の路線で停車するバス停

Ｔ１篠岡光ヶ丘線のルートを
変更する

地元区からこまくるを通
してほしいという要望が
ある

①１便当たりの運行時間：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 約２５分
Ｔ２城山大草線 約３６分

②路線あたりの運転手数：Ｔ１篠岡光ヶ丘線ーＴ２城山大草線 ２人
③運行時間帯 ：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 ６時台〜１７時台

Ｔ２城山大草線 ６時台〜１８時台
④運行便数 ：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 ９便

Ｔ２城山大草線 １０便
⑤停車バス停数 ：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 ２５箇所

合計約６１分

Ｔ１

Ｔ１線篠岡光ヶ丘線のルートを変更し新規にバス停を設置する。
①１便当たりの運行時間：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 約２５分

Ｔ２城山大草線 約３６分
②路線あたりの運転手数：Ｔ１篠岡光ヶ丘線ーＴ２城山大草線 １人（−１人）
③運行時間帯 ：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 ６時台〜１７時台

Ｔ２城山大草線 ６時台〜１７時台
④運行便数 ：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 ８便（−１便）

Ｔ２城山大草線 ８便（−２便）
⑤停車バス停数 ：Ｔ１篠岡光ヶ丘線 ２７箇所（＋２箇所）

合計約６１分

 １１



再編ルート案（Ｔ３池之内上末線、Ｔ４高根線）
現⾏ルート 再編ルート(案)

【メリット】
・公共交通空白地域の解消が図られる
・下末区の利便性が向上する。
【デメリット】
・路線⻑が伸びたことにより１便当たり

の運行時間が増え、便数が減少する。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新置予定のバス停（両側）
●：新置予定のバス停（片側）

公共交通空白地域が発生している

Ｔ４高根線を勤労センター
まで延伸する

①１便当たりの運行時間：Ｔ３池之内上末線 約４７分
Ｔ４高根線 約１２分

②路線あたりの運転手数：Ｔ３池之内上末線ーＴ４高根線 ２人
③運行時間帯 ：Ｔ３池之内上末線 ６時台〜１８時台

Ｔ４高根線 ６時台〜１８時台
④運行便数 ：Ｔ３池之内上末線 １０便

Ｔ４高根線 １０便
⑤停車バス停数 ：Ｔ３池之内上末線 ３４箇所

合計約５９分
Ｔ４高根線を下末経由で勤労センターへ延伸する。
①１便当たりの運行時間：Ｔ３池之内上末線 約４７分

Ｔ４高根線 約２６分（＋１４分）
②路線あたりの運転手数：Ｔ３池之内上末線ーＴ４高根線 １人（−１人）
③運行時間帯 ：Ｔ３池之内上末線 ６時台〜１８時台

Ｔ４高根線 ６時台〜１８時台
④運行便数 ：Ｔ３池之内上末線 ７便（ー３便）

Ｔ４高根線 ７便（−３便）
⑤停車バス停数 ：Ｔ３池之内上末線 ３４箇所

Ｔ４高根線 １５箇所（＋７箇所）

合計約７３分

Ｔ３

Ｔ４
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再編ルート案（Ａ１田県線、Ａ２久保一色線、Ａ３岩崎原線 ）
現⾏ルート 再編ルート(案)

Ａ２久保一色線とＡ３岩崎原線を統合し、ルートを変更。
①１便当たりの運行時間：Ａ１田県線 約２６分

Ａ２久保一色岩崎原線 約３４分（−９分）
②路線あたりの運転手数：Ａ１田県線ーＡ２久保一色岩崎原線 １人（ー１人）
③運行時間帯 ：Ａ１田県線 ７時台〜１８時台

Ａ２久保一色岩崎原線 ６時台〜１８時台
③運行便数 ：Ａ１田県線 ８便（−１便）

Ａ２久保一色岩崎原線 ８便（−１便）
④停車バス停数 ：Ａ１田県線 ２０箇所

Ａ２久保一色岩崎原線 ２５箇所（−２箇所）

【メリット】
・ダイヤが分かりやすくなり、Ａ１田県線への乗り継ぎ利便性が向上する。

利便性の向上に伴い、田県の郷やスーパー（アオキスーパーやナフコ）などに行きやすくなる。
・Ａ２久保一色線の利⽤者がパークアリーナ⼩牧に行きやすくなる。
【デメリット】
・Ａ３岩崎原線の一部の利⽤者の味岡駅への所要時間が増える。

【凡例】
〇：既存バス停（両側）
●：既存バス停（片側）
ー：再編後の運行ルート案
〇：新設予定のバス停（両側）
●：新設予定のバス停（片側）
×：廃止予定のバス停
△：廃止予定だが、他の路線で停車するバス停

光ヶ丘三丁目、四丁目、
五丁目住⺠からバス停を
近くに新設してほしいと
いう要望がある。

Ｔ１

Ａ２久保一色線と
Ａ３岩崎原線を統合する

「岩崎団地」バス停、「岩崎
郵便局前」バス停をルート沿
線上に移設する

Ａ２

Ａ３

Ａ１

①１便当たりの運行時間：Ａ１田県線 約２６分
Ａ２久保一色線 約１６分
Ａ３岩崎原線 約２７分

②路線あたりの運転手数：Ａ１田県線ーＡ２久保一色線ーＡ３岩崎原線 ２人
③運行時間帯 ：Ａ１田県線 ７時台〜１８時台

Ａ２久保一色線 ６時台〜１８時台
Ａ３岩崎原線 ７時台〜１９時台

④運行便数 ：Ａ１田県線 ９便
Ａ２久保一色線 ９便
Ａ３岩崎原線 ９便

⑤停車バス停数 ：Ａ１田県線 ２０箇所
Ａ２久保一色線 １２箇所
Ａ３岩崎原線 １５箇所

合計約４３分

合計約２７箇所

６岩崎線と路線が重
複している
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（参考）再編前後比較表

現行 再編案 差

２３路線 ２１路線 -2路線

幹線系 １０路線 9路線 -１路線

支線系 １３路線 １2路線 -１路線

257便 162便 -95便

幹線系 136便 82便
-54便

うち1小牧駅市役所線-39便

支線系 121便 80便 -41便

１７台 １５台 -2台

ポンチョ（ロング） １０台 ８台 -2台

ポンチョ（ショート） ７台 ７台 -

34人 24人 -10人

幹線系 20人 16人 -4人

支線系 14人 8人 -6人

245箇所（437基） 248箇所（455基）
＋3箇所(18基）
新設：９箇所（３０基）
廃止：６箇所（12基）

　路線数

　運行便数

　車両数

　停留所設置箇所数(設置基数)

　運転手数
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